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第２章 計画の基本的考え方 
 

１．計画策定の目的 

 

海津市地域福祉計画は、「地域の助け合いによる福祉（地域福祉）」ができる仕組みを

つくる計画です。人と人とのつながりを大事にし、地域の持てる力を強め、生かしなが

ら、助け合い、お互いを認めながら支え合う地域づくりをめざすものです。 

そのために、市民・福祉団体・行政等がそれぞれの役割の中で、お互いに力を合わせる

関係をつくり、協働しながら「地域ぐるみの福祉」の推進を図ることを目的として策定し

ます。 

 

 

２．計画の位置づけ 

 

（１）根拠法令及び他の関連計画との関係 

本計画は、「海津市総合開発計画」を上位計画とした個別計画であり、社会福祉法第

107 条に基づく「市町村地域福祉計画」として位置づけられます。 

また、策定にあたっては、本市の保健福祉分野をはじめとする各種個別計画や国・県

の関連する計画との整合性を図ります。 

 

 

（２）地域福祉活動計画（海津市社会福祉協議会の計画）との関係 

 ｢地域福祉活動計画｣は、海津市社会福祉協議会が住民等の福祉活動計画として策定す

る計画です。「地域福祉計画｣の理念の実現を目指し、具体的な地域活動を促進していく

行動計画であり、相互に連携して、地域福祉の推進を図っていきます。 
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海津市総合開発計画 

 

海津市地域福祉計画 

○海津市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 
○海津市障害者計画・障害福祉計画 
○海津市子育て夢プラン 
○海津市男女共同参画計画 
○かいづ健康づくりプラン    等 

 
連携 

海津市地域福祉活動計画 

(海津市社会福祉協議会) 

岐
阜
県
地
域
福
祉
支
援
計
画 

自助・共助計画(パートナーシップ型)

市民同士の顔の見える関係を作り、
助け合い・支え合いなどの市民によ
る福祉活動を推進する計画 

公助計画(行政主導型) 

行政が行なうべき公的サービスを中
心とした計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．計画の期間 

 

海津市地域福祉計画の計画期間は、平成 20 年度から平成 24 年度までの５年間とし、

社会情勢の変化や利用者のニーズに対応するため、必要に応じて計画の見直しを行いま

す。 
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検討委員会 

 
○市民福祉部長 

○課長級 
・福祉総務課  ・児童福祉課 
・障害福祉課  ・高齢福祉課 
・市民課      ・健康課 
・海津苑 ・サンリバー松風苑 
・サンリバーはつらつ 
・企画政策課    ・消防課 

 

４．計画の策定体制と経緯 

（１）計画の策定体制 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワーキンググループ 

○課長補佐・係長級 
・福祉総務課  ・児童福祉課 
・障害福祉課  ・高齢福祉課 
・市民課      ・健康課 
・海津苑 ・サンリバー松風苑 
・サンリバーはつらつ 
・企画政策課    ・消防課 

・海津市社会福祉協議会 

・海津市地域包括支援センター 

 

 
 
 
 
 
 
 

市民福祉会議（公募委員 19 名） 

海津市長 

 
【住民団体関係者】老人クラブ連合会長、食生活改善協議会 

【 市 議 会 代 表 】文教福祉常任委員長 
【 学 識 経 験 者 】岐阜経済大学専任講師、自治連合会長・同副会長(2名) 
【保健医療関係者】医師会長、歯科医師会長 
【 福 祉 関 係 者 】市保育協会長、市社会福祉協議会、市民児協会長、 

NPO法人「まごの手」クラブ理事長、介護老人福祉施設「長寿の里」
南濃施設長、市ボランティア連絡協議会長、 
市赤十字奉仕団委員長、市子ども連絡協議会長、 
財団法人岐阜県身体障害者福祉協会海津支部長 

【 行 政 関 係 者 】市民福祉部長 
【学校教育関係者】市教育委員代表者 

地域福祉計画検討委員会（12名）／ワーキンググループ委員会（13名） 

事務局(福祉総務課) 

地域福祉計画策定委員会（20 名） 

 意見具申（計画書の提出） 

 

 意見書 
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（２）計画策定への市民参加 

計画の策定に当たっては、市民の意見・要望を計画に反映させることを重視し、18
歳以上の市民へのアンケート調査の実施、市民公募委員による市民福祉会議の開催、

ボランティア協議会、民生委員児童委員協議会、岐阜県立海津明誠高等学校生徒の皆

さんによるワークショップ会議を実施しました。 

 
①市民アンケート調査の実施 

 ｢地域とのかかわり」「地域組織等への参加・活動状況」「ボランティア活動」「福祉

サービスに関する認知度･利用状況やこれからの福祉のあり方」等についての市民の意

識を把握するため、18歳以上の市民延べ 2,000人を無作為抽出して、アンケート調査
を実施しました。 
 

②市民福祉会議の開催 

 計画策定に参加する市民を公募し、19名の公募委員で構成された市民福祉会議を４
回、開催しました。市民福祉会議は、年代別に３グループに分かれ、公募委員と市職

員によるワークショップ形式で行いました。 
会議の内容は、まず｢海津市の現状｣を参加者が共有するために、海津市の良いとこ

ろ、悪いところを出し合い、それを踏まえてこうであってほしい海津市の理想像（将

来像）を話し合いました。次に、海津市が理想のまちになるために、自助（個人や家

庭)、共助（地域）、公助(行政)のそれぞれの立場からできる取り組みを考えました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ボランティア連絡協議会ワークショップ会議 

日頃からボランティア活動に関わっている方を対象として、地域福祉計画の理解・

浸透を図り、実効性をより高めていくため、計画作りの一環として、ワークショップ

方式での会議を実施しました。 
ボランティア連絡協議会に登録しているボランティアの方から 48 名の参加を得て、

３グループに分け、ワークショップを３回開催しました。 



 9

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④民生委員児童委員協議会ワークショップ会議 

地域福祉の担い手として、日頃から活動されている民生委員の方の協力を得て、ワ

ークショップ方式での会議を実施しました。 
海津地区６名、平田地区６名、南濃地区７名の民生委員の方の参加を得て、各地区

ごとの３グループに分け、ワークショップを３回開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤岐阜県立海津明誠高等学校生徒によるワークショップ会議 

海津市の次代を担う若い世代の意識を把握するため、生活福祉科を擁する岐阜県立海津

明誠高等学校生徒の皆さんの協力を得て、ワークショップ方式での会議を実施しました。 
１年生から３年生まで、生活福祉科 15 名、普通科６名、情報処理科１名の計 22 名

が２グループに分かれて、ワークショップを３回実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 


